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　8月 3日多良木町多目
的研修センターにて、生
涯学習「押花教室」(講師：
重松ミヨ子先生 ) が行わ
れました。
　この教室は受講生 13
名、第一水曜日 (月 1回 )
に実施され、この日、今
年から受講された 4人は
ランチョンマット作り、
ベテランの方達は各々好
きな花の押花を作られま

した。皆さん各自、きれいな花などを持ち寄り、真剣な顔で作業され
ていました。
　受講生の松本邦子さんは「この教室を始めて 10年目になる。今年
から 4人増えたので更に楽しく、仲良く押花を続けていきたい」とコ
メントされ、講師の重松先生は「いつも皆さんから、いっぱい元気を
もらっているので自分も続けられている。もっと楽しい押花作りを教
えられるよう頑張っていきます」と話をされました。
　皆さんが作られた押花は、4・5年前から、多良木町のあずみ野へ 2ヵ
月に 1回展示されています。すばらしい作品ばかりですので一度ご覧
ください。

好きな花で押花つくり 多良木町
生涯学習
押花教室

多良木町での交流学習体験を満喫
　多良木町と北海道南
幌町とで行っている、
姉妹町児童交流学習事
業が、7月 29 日から 8
月 1日までの 3泊 4日
の日程で行われ、南幌
町から児童 10 名（男
女それぞれ 5 名ずつ）
が多良木町を訪れまし
た。同町では日中、大
久保地区での発掘体験
や槻木地区での川遊び
を行ったほか、夜間は
受入児童宅やブルートレインたらぎに宿泊しました。その他ラフティ
ングや球泉洞探検、熊本城見学など、多良木町や熊本県を満喫しました。
南幌小 6年の三浦友菜さんは「山が多いのも驚いた。（球磨川の）水も
冷たかったけど、泳いで楽しかった」と、熊本の自然の豊かさが印象
深かった様子でした。また久米小 6年の椎葉天道君は「6年生になっ
て一番の思い出になりました。次は南幌町の絵を描いたり、ペアの子
とスキーをやってみたい」と、早くも来年 1月の南幌町訪問に思いを
馳せていました。

　ふれあいの
夕べ、大賑わ
い多良木町青
年団は８月
６日に第二つ
つじヶ丘学園
で開催され
た「夏まつり
ふれあいの夕
べ」に、ボラ

ンティア及びステージ発表に参加させていただきました。このお祭りに
は毎年参加させていただいており、今年も多くのお客さんや模擬店等で
賑っていました。ボランティアでは、主に駐車場案内を行いました。前
日の雨で足元も悪く、気候も蒸し暑い日となりましたが、多くの人にご
来場いただき、私たちも事故が無いように慎重に誘導いたしました。ス
テージ発表では、ボンボン飾りを付けた赤白帽子と体操服に身を包み
「健康筋肉体操」を踊りました。皆楽しく元気に踊ることができ、小さ
なお子さんも一緒に踊ってくれるなど大変好評に終わりました。このイ
ベント以外にも多良木町青年団ではキャンプや他町村との交流等、楽し
いイベントを行っています。興味がある方は（団長：嶋元 090-1926-
5387）までご連絡下さい。組織部長：平野（提供：多良木町青年団）

ふれあいの夕べ、大賑わい
　8 月 20 日 ( 土 ) に、
多良木町デイサービスセ
ンター ( 会長：松本照彦 
町長 ) にて、第 1回目と
なる「夏祭り」が開催さ
れ、本日の利用者 38名
が参加されました。
　ヨーヨーつり・綿菓子
などいろいろな催し物が
あり、利用される人達
は、楽しみながら食べた
り、ゲームをされていま
した。
　社会福祉協議会 事務
局長 塩塚和代さんは「デ

イサービスセンターの生活の中で、日頃と違った体験をして、皆さん
に喜んで欲しいと思い、副会長の弥永磨さんを中心に、考えて開催を
決めました」とコメントされました。
　利用者の福屋ミヨ子さんは「子供の頃を思い出して楽しかった。こ
れからも元気でいてまた参加したいです」と話されました。
　初めての夏祭りでしたが「大成功」で無事終わりました。これから
もずっと続けていって欲しいです。

真心詰まった「夏祭り」 多良木町社会
福祉協議会
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多 良 木 警 察 署 だ よ り
９ 月 １ １ 日 は 警 察 相 談 の 日

　警察は犯罪等の未然防止に関する相談、その他
県民の安全と平穏についての相談に応じています。
　来署相談や電話相談もできます。
　最寄りの警察署、交番または警察本部にご相談ください。
　警察相談専用電話は＃９１１０番です。
　緊急の事件・事故以外の相談については、＃９１１０番
を利用し、緊急の場合以外は１１０番通報しないよう
心掛けましょう。

　※警察以外にも相談出来る機関があります！
警察以外の相談機関 電話番号 受付時間
熊本県消費生活センター ０９６-３８３-０９９９ 月～金　９：００～１７：００
熊本県女性相談センター ０９６-３８１-４４５４ 月～金　８：３０～１７：３０
熊本県精神保健福祉センター ０９６-３８６-１１６６ 月～金　９：００～１６：００
熊本県弁護士会法律相談センター０９６-３２５-０００９ 月～金　９：００～１７：００

※要予約　有料

　　　　相談なしに解決はしません！
　　　　秘密は厳守しますのでひとりで悩まず
　　　　ご相談ください。
　　　　　
　　　　　　　　　　熊 本 県 警 察　　原稿提供：多良木警察署　　

（大勢の方に見守られて精魂込めて演奏する園児たち）

響 け！ 専 立 寺 太 鼓 

　８月１８日（木）に、えびす物産館後方の野外ステージにて、専立
寺保育園（季平園長）の園児（年長・１５人）による和太鼓の演奏が
行われました。きっかけは、季平園長と免田ライオンズクラブ幹事の
上野 敏一さんの親交があり実現しました。
　あいにくの雨でしたが、石倉で会議を終えられたライオンズクラブ
会員さん達や園児の保護者の方々など、大勢の人に見守られながら、
子ども達は今まで練習してきた成果を存分に発揮していました。
　増井 京佳ちゃんは「緊張したけどがんばりました。とても楽しかっ
たです」と誇らしげでした。これからも色々な人に、聞かせていって
欲しいです。

専 立 寺
保 育 園平成２３年度特別支援教育セミナー

テーマ
「子どもの心に寄り添う支援のあり方
　～一人一人のよさに目をむけよう～」

　８月３日に人吉
球磨地域特別支援
連携協議会の主催
で特別支援教育セ
ミナーを開催しま
した。小学校や中
学校、高校などの
取組を中心に６つ
の分科会を開催し
ました。
　このセミナー
は、特別支援教育
について地域の理
解を深めるとと
もに、特別支援

教育に関わる教職員等の専門性を高めることを目的としています。約
３６０人の先生方、保護者・地域の方に参加いただきました。
　このセミナーを通して、「平均とか標準という基準に合わせるので
はなく、それぞれの個性を大事に、よさを認め、その子らしく、生き
生きと生活できるための環境づくりをすることが大切」「誰にとって
もわかりやすい授業づくりであること」などを学ぶことができました。
このことは、「一人一人違ってみんないい」「支えあって生きることの
すばらしさ」・・・など、すべての人に言えることだと思います。
　　　　　　　　　　　（原稿・写真提供：熊本県立球磨養護学校）

夏の思い出に親子のふれあい
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（雨の中参加者みんなで記念撮影）

　多良木町社会福祉
協議会では、多良木
町内のひとり親家庭
を対象に親子のふれ
あいと夏休みの思い
出づくりとともに各
家庭の交流を深めて
もらうことを目的に
「親と子のつどい」を
実施しました。今年
は、４４名の親子の
皆さんの参加で熊本
城に行きました。熊
本城案内ガイドの説

明を聞きながら本丸御殿大広間の昭君之間など探訪。午後は熊本市動
植物園の予定でしたが、雨のため大型ショッピングセンターに変更し
ゲームや買物を楽しみました。（写真・原稿：多良木町社会福祉協議会）　

第５回　木野祭

球 磨 川 音 楽 祭 with 木 野 雅 之

木野雅之
 （ヴァイオリン）

プロヴァンスと島唄の風だより

　木野雅之ヴァイオリン・リサイタル
琉球カチャーシー

◎２０１１年９月３日（土）交流館石倉（多良木町）
　　 開演 午後７時（開場午後６時１５分）
　　　楽器ふれあいコーナー（午後５時～）
　　　ウェルカムコンサート（午後６時２０～４０分）
　　　　～木野雅之＆アンサンブル楓＆受講生～
　　大人２, ０００円  ／  小中学生１, ０００円（全席自由）
     【主催】球磨川音楽祭実行委員会　
     《助成》芸術文化振興基金助成事業
    《協賛》 高橋酒造株式会社
　《問い合せ》黒肥地保育園（４２-２４４８）


